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市指定有形文化財（建造物）

禅ぜ
ん

長
ち
ょ
う

寺じ

仏ぶ
つ

殿で
ん　
　
　

一
棟

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
林
城
字
大
門

所
有
者　

禅
長
寺

江
戸
時
代（
十
八
世
紀
）

禅
長
寺
は
臨
済
宗
に
属
し
、
創
建
は
徳
一
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

中
世
に
は
鎌
倉
の
建
長
寺
と
本
末
関
係
が
あ
り
、
禅
長
寺
住
職
が
建
長
寺

の
住
職
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
仏
殿
は
身も

舎や

三
間
四
方
と
、
周
囲
に
一
間
四
方
を
廻
ら
し
た
一
重

裳も
こ
し階
付
き
の
間
取
と
な
る
。
斗と

栱き
ょ
う

は
象
木
鼻
付
出
組
、
中な
か

備ぞ
な
え

揆ば
ち

束づ
か

、
化

粧
垂
木
は
二ふ
た

軒の
き

半は
ん

繁し
げ

垂だ
る

木き

で
あ
る
。
屋
根
は
寄
棟
造
り
で
、
以
前
は
茅
葺

き
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ト
タ
ン
葺
き
と
な
っ
て
い
る
。
重
層
部
分
三
間

を
内
陣
と
し
、
四
周
一
間
通
り
の
裳
階
部
分
を
外
陣
と
し
た
床
は
、
内
外

陣
と
も
土
間
た
た
き
で
あ
る
。
建
築
様
式
は
折せ
っ

衷ち
ゅ
う

様よ
う

で
あ
り
、
全
体
的

に
禅
宗
様
仏
堂
を
意
識
し
た
建
物
で
あ
る
。

柱
は
木
製
礎
盤
上
に
立
て
ら
れ
た
、
直
径
四
〇
㎝
の
粽ち
ま
き

付つ

き
円え
ん

柱ち
ゅ
う

一

二
本
が
重
層
を
通
し
、
約
一
三
ｍ
の
高
さ
に
格ご
う

組く
み

天て
ん

井じ
ょ
う

を
張
り
、
そ
れ

に
雲
龍
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
五
間
の
裳
階
は
角
柱
を
礎
石
上
に

建
て
、
四
周
中
央
に
は
そ
れ
ぞ
れ
桟
唐
戸
や
引
違
戸
を
付
け
、
他
の
間
に

は
花か

頭と
う

窓ま
ど

や
板
壁
が
嵌
め
こ
ん
で
あ
る
。
裳
階
部
分
に
は
繋つ
な
ぎ

梁ば
り

と
低
い

格ご
う

天て
ん

井じ
ょ
う

が
張
っ
て
あ
る
。

内
部
に
は
、
正
面
を
飾
る
華
麗
な
厨ず

子し

が
内
陣
正
面
に
突
出
し
て
嵌
め

こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
上
部
の
唐か
ら

破は

風ふ

の
下
に
は
、天
正
七
年（
一
五
七
九
）

に
下か

賜し

さ
れ
た
「
海か
い

會え

」
の
扁
額（
県
指
定
）が
あ
り
、
厨
子
の
中
に
は
応

永
十
七
年（
一
四
一
〇
）の
銘
を
も
つ
木
造
観
音
菩
薩
半
跏
像（
県
指
定
）が
安

置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
方
仏
堂
建
立
の
記
録
は
、
宝
暦
七
年（
一
七
五
七
）の
墨ぼ
く

書し
ょ

銘め
い

が
遺

さ
れ
て
い
る
。
磐
城
地
方
唯
一
の
禅
宗
様
仏
殿
建
築
と
し
て
価
値
あ
る
建

造
物
で
あ
る
。
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市指定有形文化財（建造物）

飯い
い

野の

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

幣へ
い

殿で
ん

拝は
い

殿で
ん　
　
　

一
棟

指　

定　

昭
和
五
十
七
年
三
月
二
十
六
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

所
有
者　

飯
野
八
幡
宮

江
戸
時
代
・
元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）

幣
殿
は
本
殿
と
拝
殿
の
中
間
に
あ
る
幣へ
い

帛は
く

を
手
向
け
る
た
め
の
社
殿

で
、
切
妻
屋
根
妻
入
造
り
で
あ
る
。
拝
殿
は
切
妻
屋
根
平
入
造
り
で
、
幣

殿
と
Ｔ
字
形
に
一
棟
を
な
し
、
屋
根
は
柿こ
け
ら

葺ぶ

き
で
あ
る
。
正
面
中
央
は

小
さ
な
千ち

鳥ど
り

破は

風ふ

、
そ
し
て
向ご

拝は
い

部ぶ

分ぶ
ん

は
一
間
の
向
唐
破
風
で
あ
る
。
幣

殿
の
両
側
は
神し
ん

饌せ
ん

所し
ょ

と
神
職
控
室
と
な
り
、拝
殿
三
方
の
差
掛
け
屋
根
は
、

廻
縁
保
護
の
た
め
に
付
加
さ
れ
た
。
柱
は
全
て
面
取
り
角
柱
で
、
床
は
中

央
通
り
一
間
と
幣
殿
は
板
敷
で
あ
る
が
、
拝
殿
両
脇
は
畳
敷
で
あ
る
。
ま

た
、
刎は
ね

高こ
う

欄ら
ん

が
矩
形
廻
縁
に
付
設
す
る
。

拝
殿
の
特
徴
は
、
中
央
の
間
の
鏡
天
井
一
面
に
龍
の
薄
肉
彫
、
欄
間
は

正
面
幣
殿
に
二
頭
の
唐
獅
子
と
牡
丹
、
両
側
面
に
は
鷹
と
浪
の
彫
刻
が
あ

っ
て
黒く
ろ

漆う
る
し

地じ

に
極
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
、天
井
に
は
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）、

両
側
面
に
は
元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）の
銘
が
あ
る
。
幣
殿
の
格ご
う

天て
ん

井じ
ょ
う

に

は
、
宝ほ
う

輪り
ん

な
ど
が
極
彩
色
で
描
い
て
い
る
。
拝
殿
の
柱
間
に
は
、
正
面
両

側
面
と
も
二
枚
の
縦
桟
の
板
戸
を
蔀し
と
み

風ふ
う

に
上
下
に
重
ね
、
必
要
に
応
じ

て
取
り
外
し
て
部
屋
を
開
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
東
側
面
後
方
の
下

部
は
く
ぐ
り
戸
に
な
っ
て
閉
鎖
の
と
き
唯
一
の
出
入
口
に
な
る
。
現
在
は

正
面
桁
行
が
引
違
ガ
ラ
ス
障
子
に
改
造
さ
れ
て
い
る
。

大
き
く
目
立
つ
向
拝
の
大
唐
破
風
は
、
上
部
の
頭か
し
ら

貫ぬ
き

と
組
物
、
正
面

大た
い

瓶へ
い

束づ
か

と
両
側
面
の
蟇か
え
る

股ま
た

、
吹
寄
せ
の
輪
垂
木
な
ど
は
後
世
の
改
造
と

思
わ
れ
る
が
、
四
本
の
柱
や
正
面
の
頭
貫
、
そ
し
て
彫
刻
類
は
元
の
ま
ま

で
あ
る
。
即
ち
柱
頭
の
唐
獅
子
や
篭
彫
の
木
鼻
、
頭
貫
上
の
龍
や
軒
唐
破

風
幕
板
の
鳳
凰
の
彫
刻
、
唐
破
風
の
破
風
板
や
兎う
の
け毛
通ど
お

し
、
千
鳥
破
風
の

破
風
板
と
懸け

魚ぎ
ょ

な
ど
も
当
初
の
も
の
で
あ
る
。
唐
破
風
の
形
態
や
彫
刻
の

内
容
に
時
代
の
反
映
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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市指定有形文化財（建造物）

専せ
ん

称し
ょ
う

寺じ

鐘し
ょ
う

楼ろ
う

堂ど
う　
　
　

一
棟

指　

定　

昭
和
五
十
九
年
一
月
二
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
山
崎
字
梅
福
山

所
有
者　

専
称
寺

江
戸
時
代
・
安
永
七
年（
一
七
七
八
）

床
面
積　

一
〇
・
一
七
㎡

専
称
寺
鐘
楼
堂
は
安
永
七
年（
一
七
七
八
）、
三
十
八
世
良
延
上
人
の
代

に
湯
長
谷
村
の
大
工
棟
梁
、
水
野
藤
亮
の
手
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
こ
と
が

古
文
書
や
隅
木
の
墨ぼ
く

書し
ょ

に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
、
段
違
い
の
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
建
て
ら
れ
た
懸か
け

造づ
く

り

の
袴
腰
付
き
鐘
楼
で
、
高
さ
が
一
三
・
八
ｍ
、
屋
根
は
入い
り

母も

屋や

造づ
く

り
で
、

葺
材
は
建
立
当
時
は
柿こ
け
ら

葺ぶ

き
で
あ
っ
た
が
、
明
治
末
期
に
瓦
葺
き
に
葺

替
え
ら
れ
、
現
在
は
建
立
当
時
の
原
型
を
残
し
な
が
ら
銅
板
葺
き
に
葺
替

え
ら
れ
た
。

斗と

栱き
ょ
う

は
腰
組
共
、
和わ

様よ
う

三み

手て

先さ
き

組ぐ
み

で
拳こ
ぶ
し

鼻ば
な

付つ

き
、
軒
は
二ふ
た

軒の
き

本ほ
ん

繁し
げ

垂た
る

木き

、
斗
栱
に
は
蟇か
え
る

股ま
た

が
配
さ
れ
て
い
る
。
破
風
は
千ち

鳥ど
り

破は

風ふ

で
、
そ
の

中
央
に
は
鏑か
ぶ
ら

懸け

魚ぎ
ょ

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

軸
組
は
直
径
二
九
㎝
の
朱
塗
り
の
円
柱
七
本
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
上
部

を
台
輪
・
頭か
し
ら

貫ぬ
き

・
長な
げ

押し

で
つ
な
ぎ
、
堅
固
な
骨
組
に
な
っ
て
い
る
。
窓

は
四
周
に
格
子
戸
が
嵌
め
込
ま
れ
、
高
欄
は
高
さ
五
三
㎝
の
組
高
欄
と
な

っ
て
い
る
。
蟇
股
や
拳
鼻
な
ど
の
細
部
に
一
部
禅
宗
様
式
も
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
が
、
全
体
的
に
和
様
を
主
体
と
し
た
建
築
様
式
で
あ
る
。

二
階
床
は
板
張
り
で
、
中
央
九
〇
㎝
角
が
吹
抜
け
に
な
っ
て
い
て
、
そ

こ
に
根
太
格
子
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
腰
組
よ
り
下
部
の
軸
組

は
、
三
〇
㎝
角
の
八
本
の
柱
で
支
え
ら
れ
、
一
辺
三
・
七
ｍ
の
正
方
形
の

空
間
を
構
成
し
て
い
る
。
土
台
は
段
地
部
外
側
ま
で
は
ね
出
し
て
い
て
、

こ
れ
に
斜
め
の
受
け
梁
が
架
け
渡
さ
れ
た
り
、
変
形
を
防
ぐ
た
め
に
方ほ
う

杖づ
え

な
ど
を
用
い
た
り
す
る
な
ど
、
細
部
に
工
夫
さ
れ
た
技
法
が
施
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
軸
組
を
保
護
す
る
た
め
に
、
外
側
に
美
し
い
曲
線
を
も

つ
押
縁
下
見
板
張
り
の
袴
腰
が
付
け
ら
れ
、優
美
な
外
観
を
呈
し
て
い
る
。
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龍
り
ゅ
う

門も
ん

寺じ

楼ろ
う

門も
ん　
　
　

一
棟

（
附
）　

棟
札
木
簡　

二
枚

指　

定　

昭
和
六
十
年
三
月
二
十
九
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
荒
川
字
諏
訪
下

所
有
者　

龍
門
寺

江
戸
時
代
・
安
永
四
年（
一
七
七
五
）

延
べ
床
面
積　

五
八
・
七
㎡

（
一
階
三
二
・
三
㎡
、
二
階
二
六
・
四
㎡
）

龍
門
寺
は
青せ
い

岑し
ん

珠し
ゅ

鷹よ
う

に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
戦
国
大
名
岩
城
氏
の
菩
提

寺
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
初
め
一
時
衰
退
し
た
が
、
幕
府
か
ら
七
〇
石
の

朱
印
地
を
賜
わ
り
、
磐
城
の
曹
洞
宗
の
総
録
所
と
し
て
、
多
く
の
同
宗
の

寺
院
を
支
配
し
た
。

こ
の
楼
門
は
、
棟
札
に
よ
っ
て
安
永
四
年（
一
七
七
五
）九
月
に
再
建
さ

れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
三さ
ん

間げ
ん

一い
っ

戸こ

の
楼
門
で
入い
り

母も

屋や

造づ
く

り
、
茅
葺

き
で
一
階
部
分
に
は
壁
が
な
く
、
高
さ
は
一
一
・
二
六
ｍ
で
あ
る
。
建
築

様
式
は
、
斗と

栱き
ょ
う

な
ど
は
和
様
で
象
掛
鼻
、
妻
飾
り
・
高
欄
な
ど
に
は
隨

所
に
禅
宗
様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
全
体
的
に
和
様
を
主
体
と

し
た
折せ
っ

衷ち
ゅ
う

様よ
う

式し
き

を
と
っ
て
い
る
。
一
六
個
の
礎
石
上
に
一
辺
三
〇
㎝
の

大
面
取
り
の
太
い
柱
が
立
ち
、
地
貫
・
胴
貫
・
飛
貫
・
頭か
し
ら

貫ぬ
き

・
虹こ
う

梁り
ょ
う

な

ど
で
つ
な
ぎ
、
主
要
部
材
に
は
、
欅け
や
き

材ざ
い

を
使
用
し
て
い
る
。
腰
組
は
出で

三み
つ

斗ど

組ぐ
み

で
、
そ
の
先
端
に
一
個
の
巻ま
き

斗と

を
設
け
て
い
る
。
二
階
は
、
一
〇

本
の
円
柱
が
建
つ
外
陣
と
、
二
本
の
来ら
い

迎ご
う

柱は
し
ら

を
持
つ
須し
ゅ

弥み

壇だ
ん

が
設
け
ら

れ
、
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

斗
栱
と
出
組
は
比
較
的
単
純
で
、
軒
の
出
が
大
き
く
、
斗
栱
間
に
は
、

中な
か

備ぞ
な
え

と
し
て
蟇か
え
る

股ま
た

や
蓑み
の

束つ
か

が
配
さ
れ
て
い
る
。
化
粧
垂
木
は
二ふ
た

軒の
き

本ほ
ん

繁し
げ

垂だ
る

木き

で
、
高
欄
を
四
周
に
回
し
、
破は

風ふ

は
千
鳥
破
風
、
妻
飾
り
は
大た
い

瓶へ
い

束づ
か

な
ど
禅
宗
様
式
が
み
ら
れ
る
。

平
面
形
は
扉
筋
が
な
く
、
他
に
例
を
み
な
い
珍
し
い
形
式
で
、
特
に
屋

根
の
形
状
は
大
胆
で
優
美
で
あ
り
、
全
体
的
に
均
整
の
と
れ
た
建
造
物
で

あ
る
。
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密み
つ

蔵ぞ
う

院い
ん

楼ろ
う

門も
ん　
　
　

一
棟

（
附
）　

棟
札
木
簡　

一
枚

指　

定　

昭
和
六
十
三
年
三
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
沼
ノ
内
字
代
ノ
下

所
有
者　

密
蔵
院

江
戸
時
代
・
延
享
四
年（
一
七
四
七
）

密
蔵
院
楼
門
は
、
密
蔵
院（
賢
沼
寺
）の
境
内
に
あ
る
弁
財
天
の
山
門
で

あ
る
。延
享
四
年（
一
七
四
七
）、内
藤
備
後
守
政
樹
の
代
に
造
営
が
始
ま
り
、

翌
年
完
成
し
た
。
大
工
棟
梁
の
平
鎌
田
の
杢
七
、
木こ

挽び
き

の
甚
三
郎
に
よ
っ

て
建
築
さ
れ
た
こ
と
が
棟
札
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
楼
門
は
三さ
ん

間げ
ん

一い
っ

戸こ

楼ろ
う

門も
ん

の
、
入い
り

母も

屋や

造づ
く

り
で
、
以
前
は
柿こ
け
ら

葺ぶ

き

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
銅
板
葺
き
で
あ
る
。
腰
組
斗
栱
・
二
階
斗
栱
と
も

に
三
手
先
組
で
、
全
体
的
に
形
が
小
さ
く
、
特
に
肘
木
は
和
様
と
も
禅
宗

様
と
も
云
い
難
い
地
方
色
豊
か
な
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
斗
栱
間
に

は
蟇か
え
る

股ま
た

と
雲
・
水
・
鳥
・
草
花
な
ど
の
透
し
彫
り
の
装
飾
が
施
さ
れ
、

木
鼻
や
虹こ
う

梁り
ょ
う

な
ど
も
構
造
性
よ
り
意
匠
的
な
面
が
重
視
さ
れ
、
技
法
も

大
胆
で
あ
る
。
基
礎
は
一
六
個
の
基
石
上
に
土
台
を
据
え
、
対
辺
二
二
㎝

の
八
角
形
の
柱
を
建
て
、正
面
両
脇
に
は
内
藤
備
後
守
政
樹
寄
進
の
風
神
、

雷
神
二
神
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
壁
は
板
壁
で
、
二
階
床
上
に
は
組
高
欄

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
楼
門
の
垂
木
の
配
置
は
特
徴
的
で
、

正
面
は
配
付
垂
木（
平
行
垂
木
）、
そ
の
他
三
面
は
、
放
射
状
に
配
置
さ
れ

た
扇
垂
木
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
技
法
は
当
地
方
で
も
数
例
し
か
見
ら
れ

ず
、
特
記
に
値
す
る
構
造
で
あ
る
。
建
築
様
式
は
和
様
と
禅
宗
様
と
の
折せ
っ

衷ち
ゅ
う

様よ
う

式し
き

で
、
背
面
尾
垂
木
上
部
に
鳥
の
彫
物
を
置
き
、
そ
の
他
の
彫
物

装
飾
も
、
華
美
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

ま
た
棟
札
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

延
享
四
年
八
月
七
日
平
城
受
取
渡
因
茲
大
工
中
永
引
戊
辰
夏
中
葺
地
出
来

彫
物
等
極
彩
色
江
戸
細
工
棟
梁
大
工
平
鎌
田
町
杢
七
龍
澤
木
挽
甚
三
郎

本
社
四
本
槻
小
川
山
御
拝
貳
本
下
高
久
村
而
伐
石
切
信
州
庄
内

時
延
享
五
龍
在
戊
辰
卯
日
吉
祥
日
棟
上
目
出
度
相
調
畢
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市指定有形文化財（建造物）

長ち
ょ
う　

福ふ
く　

寺じ　
　
　

二
棟

指　

定　

平
成
四
年
三
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
下
小
川
字
上
ノ
台

所
有
者　

長
福
寺

本ほ
ん　
　
　

堂ど
う

江
戸
時
代（
十
七
世
紀
）

床
面
積
二
八
二
・
六
七
㎡

長
福
寺
は
真
言
律
宗
奈
良
西
大
寺
の
末
寺
で
、
元げ
ん

亨こ
う

二
年（
一
三
二
二
）

小
川
人
道
義
綱
が
鎌
倉
極
楽
寺
か
ら
慈
雲
和
尚
を
招
い
て
開
山
し
た
と
伝

え
る
。
中
世
か
ら
奥
州
に
お
け
る
真
言
律
宗
の
中
心
道
場
と
し
て
栄
え
、

岩
城
家
代
々
の
帰
依
を
う
け
、
江
戸
期
に
は
四
〇
石
の
御
朱
印
寺
で
あ
っ

た
。
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）の
寺
絵
図
に
は
本
堂
以
下
一
五
棟
の
建
物
が

描
か
れ
、
二
万
五
千
坪
の
広
大
な
寺
域
と
伽が

藍ら
ん

が
あ
っ
た
。

本
堂
は
度
々
の
焼
失
後
、
正し
ょ
う

保ほ
う

年
間（
一
六
四
四
～
四
八
）に
十
二
世
清

胤
和
尚
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
と
い
う
。

木
造
平
家
建
平
瓦
葺
き
の
入い
り

母も

屋や

造づ
く

り（
以
前
は
茅
葺
き
寄
棟
造
り
）で
、

本
堂
形
態
に
結
界
で
、
両
脇
間
と
前
面
に
入
側
縁
、
右
側
に
書
院
と
広
縁

を
つ
け
た
す
。
脇
間
に
は
木
造
興こ
う

正し
ょ
う

菩ぼ

薩さ
つ

坐
像（
市
指
定
）が
安
置
さ
れ
て

い
る
。
内
陣
三
間
取
中
央
に
は
来ら
い

迎ご
う

柱ば
し
ら

と
須し
ゅ

弥み

壇だ
ん

を
備
え
、
出で

三み
つ

斗ど

と

間け
ん

斗と

束づ
か

で
絵
様
折
上
げ
格ご
う

天て
ん

井じ
ょ
う

を
支
え
て
お
り
、
本
尊
で
あ
る
木
造
地

蔵
菩
薩
坐
像（
国
指
定
）が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
来
迎
柱
に
は
朱
塗

の
唐
獅
子
の
木
鼻
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
左
側
廂
は
位
牌
堂
、
物
置
、
興

正
菩
薩
堂
に
分
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
段
の
間
、
次
の
間
と
共
に
後
世

の
改
造
で
あ
る
。
床
は
拭ぬ
ぐ
い

板い
た

敷じ
き

で
三
方
に
畳
一
列
を
敷
く
。
右
三
間
通

り
は
畳
敷
き
の
大
広
間
、
奥
に
上
段
の
間
・
次
の
間
あ
り
、
天
井
は
棹
縁

天
井
と
す
る
。
脇
の
間
は
正
面
に
竹
の
節
欄
間
が
付
け
ら
れ
、
入
側
柱
か

ら
身
舎
稚
児
柱
方
に
化
粧
垂
木
が
立
ち
登
り
、
象
木
鼻
と
海
老
虹こ
う

梁り
ょ
う

で

繋
ぐ
。柱
は
面
取
角
柱
で
、木
鼻
付
き
頭か
し
ら

貫ぬ
き

と
虹
梁
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。

全
体
的
に
改
修
が
進
め
ら
れ
て
き
た
建
物
で
あ
る
が
、
い
わ
き
に
数
少

な
い
本
堂
形
態
を
残
し
て
い
る
江
戸
時
代
の
貴
重
な
建
物
で
あ
る
。
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市指定有形文化財（建造物）

山さ
ん　
　
　

門も
ん

元
禄
五
年（
一
六
九
二
）

桁
行　

三
・
〇
四
ｍ
、
梁
間　

二
・
五
四
ｍ

建
坪　

七
・
七
二
㎡

こ
の
長
福
寺
山
門
は
、
一
間
一
戸
四
脚
門
、
切
妻
造
り
の
様
式
で
あ
る
。

指
定
時
は
桟
瓦
葺
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
三
年
の
震
災
の
影
響
で
傾
き

危
険
な
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
解
体
修
理
を
行
な
っ
て
基
礎
を
改
め
、
さ

ら
に
袖
壁
を
復
元
し
て
構
造
補
強
と
し
、
屋
根
を
銅
板
葺
に
改
め
た
。

板
蟇
股
構
造
で
あ
る
が
蟇
股
中
央
に
透
か
し
彫
り
彫
刻（
裏
面
は
別
木
の

彫
刻
を
は
め
込
む
）が
施
さ
れ
て
い
る
。
木
鼻
は
象
・
獏
そ
れ
ぞ
れ
頭
部
の

み
の
古
い
形
態
を
示
し
て
お
り
、
化
粧
垂
木
は
吹
き
寄
せ
を
配
置
し
て
変

化
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
当
初
は
扉
と
蹴
放
し
が
付
い
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
方
立
に
は
元
禄
五
年
の
墨
書
が
あ
り
、
住
職
並
び
に
大
工

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
棟
梁
の
惣
右
衛
門
は
、
近
隣
の
社
寺
の
棟
札
な
ど

か
ら
地
元
下
小
川
の
人
で
長
福
寺
本
堂
を
建
立
し
、
続
い
て
山
門
を
造
作

し
た
。
柱
は
欅
、
冠
木
・
蟇
股
・
木
鼻
は
落
葉
樹
系
硬
木
材
、
梁
は
桜
・

楓
類
、
他
に
檜
・
杉
と
さ
ま
ざ
ま
な
樹
種
が
用
い
ら
れ
、
度
重
な
る
火
災

後
の
復
旧
の
難
し
さ
が
う
か
が
え
る
。

方
立
の
墨
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
右
側
）

當
寺
十
四
代
住
覚
清
修
造
之　

元
禄
五
壬
申
歳
如
月
上
旬　

大
工
棟

梁
惣
右
衛
門　

新
五
兵
衛　

久
次
郎　

庄
次
郎　

木
挽
戸
右
衛
門　

筆
者
□
□
□
□

（
左
側
）

常
住
覚
恵　

先
情　

納
所
瀧
田
二
郎
左
衛
門　

覺
清
六
十
七
才
ニ
立

仁
郎

建
立
年
代
や
当
時
の
住
職
並
び
に
関
わ
っ
た
大
工
の
名
が
判
然
と
し
て

お
り
、
江
戸
時
代
の
数
少
な
い
四
脚
門
と
し
て
重
要
な
建
物
で
あ
る
。
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旧き
ゅ
う

川か
わ

口ぐ
ち

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
七
年
四
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
鹿
島
町
下
矢
田
字
散
野

（
い
わ
き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

明
治
四
年（
一
八
七
一
）

桁
行　

一
六
・
〇
五
ｍ
、
梁
間　

七
・
八
七
ｍ

床
面
積　

一
二
六
・
五
一
㎡

こ
の
住
宅
は
、
も
と
は
内
郷
御
厩
町
上
宿
地
内
に
あ
っ
て
、
江
戸
期
頃

か
ら
代
々
醤
油
製
造
を
生
業
と
し
て
い
た
若
松
家
の
本
家
と
伝
え
ら
れ

る
。
明
治
二
年（
一
八
六
九
）の
御
厩
村
の
火
災
で
焼
失
し
、
明
治
四
年（
一

八
七
一
）に
街
道
に
面
し
て
縦
長
に
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
十
四

年
頃
に
建
物
が
約
九
〇
度
反
転
し
、
桁
行
が
南
面
と
さ
れ
、
翌
昭
和
十
五

年
頃
に
川
口
家
の
所
有
と
な
っ
た
。
平
成
七
年
解
体
に
至
る
ま
で
一
二
四

年
を
経
過
し
た
建
物
で
あ
る
。

建
物
は
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
間
取
り
は
土
間
・
勝
手
・
広
間
・
座

敷
と
直す
ご

屋や

平ひ
ら

入い

り
広
間
型
三
間
取
り
の
形
態
で
、
江
戸
時
代
末
期
の
間
取

り
を
継
承
し
て
い
る
。
土
間
は
間
口
三
間
と
広
く
天
井
は
な
く
、
堅
固
に

組
ま
れ
た
梁
組
が
露
出
し
荘
重
で
あ
る
。広
間
も
間
口
が
三
間
半
と
広
く
、

一
部
に
土
間
が
あ
る
。
な
お
、
土
間
と
広
間
で
三
間
半
の
連
続
し
た
間
口

を
持
つ
の
は
、
大
勢
の
出
入
り
を
考
慮
し
た
間
取
り
と
考
え
ら
れ
る
。
奥

座
敷
に
は
、
付
書
院
を
も
つ
床
の
間
と
押
入
れ
が
あ
り
、
面め
ん

皮ぴ

付つ
き

長な
げ

押し

を

釘
隠
化
粧
金
具
で
と
め
て
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
。
妻
側
と
上
が
り
縁
は
戸

袋
で
隔
た
れ
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
の
改
修
は
あ
る
も
の
の
主
体
部
の
変
更
は
少
な
く
、
創
建

時
の
骨
格
部
材
が
数
多
く
残
さ
れ
た
明
治
時
代
初
期
の
兼
業
農
家
と
し

て
、
当
時
の
生
活
様
式
を
知
る
上
で
貴
重
な
建
造
物
で
あ
る
。
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市指定有形文化財（建造物）

旧き
ゅ
う

猪い

狩が
り

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
八
年
七
月
十
九
日

所
在
地　

い
わ
き
市
鹿
島
町
下
矢
田
字
散
野

（
い
わ
き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）

桁
行　

一
四
・
五
四
ｍ
、
梁
間　

七
・
八
七
ｍ

床
面
積　

一
一
六
・
七
八
㎡

こ
の
住
宅
は
、
明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）猪
狩
新
治
郎
が
三
十
五
歳
の

時
に
平
北
目
町
の
大
工
棟
梁
・
鈴
木
新
吉
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
。
も
と

は
好
間
町
川
中
子
地
内
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
八
年
、
い
わ
き
市

暮
ら
し
の
伝
承
郷
へ
移
築
復
元
さ
れ
た
。

猪
狩
家
に
は
、
平
藩
御
門
通
札
の
木
札
が
残
さ
れ
て
お
り
、
平
藩
に
関

係
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
建
物
の
構
造
材
の
梁
等
は
、
お
城
山

か
ら
切
り
出
し
、
欅け
や
き

材ざ
い

の
恵
比
須
・
大
黒
柱
は
赤
井
嶽
か
ら
運
ん
だ
と

伝
わ
る
。
ま
た
、
現
存
し
て
い
る
土
蔵
の
屋
根
に
は
、
平
城
に
使
わ
れ
て

い
た
屋
根
瓦
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。

建
築
の
計
画
に
は
細
部
に
わ
た
っ
て
新
し
い
工
夫
の
あ
と
が
見
ら
れ

る
。
ま
ず
、
広
間
と
中
の
間
が
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
北
側
板
の
間
か

ら
外
部
に
掃
き
出
し
が
付
く
こ
と
、
広
間
の
勝
手
側
空
間
が
大
き
く
、
広

間
の
炉
の
煙
出
が
折
上
の
堅た
て

板い
た

透す

か
し
天
井
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
土
間
か
ら
の
上
り
口
は
南
側
の
雨
戸
の
引
き
込
み
に
便
利
な
よ
う
に
斜

め
に
広
げ
て
あ
る
な
ど
、
直す
ご

屋や

平ひ
ら

入い

り
広
間
型
三
間
取
り
の
変
形
で
、
浜

通
り
地
方
に
よ
く
み
ら
れ
る
開
放
的
な
住
居
で
あ
る
。

本
家
屋
に
は
、
創
建
以
来
新
年
を
迎
え
る
ご
と
に
梁
に
結
ば
れ
た
年
神

の
縄
が
残
さ
れ
て
お
り
、
民
俗
学
的
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、

い
わ
き
の
詩
人
猪
狩
満
直
の
生
家
と
し
て
、
文
学
史
上
か
ら
も
特
筆
す
べ

き
家
屋
で
あ
る
。



106

市指定有形文化財（建造物）

旧き
ゅ
う

高た
か

木ぎ

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
九
年
五
月
十
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
鹿
島
町
下
矢
田
字
散
野

（
い
わ
き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）

桁
行　

一
六
・
三
六
ｍ
、
梁
間　

七
・
八
七
ｍ

床
面
積　

一
二
八
・
八
九
㎡

こ
の
住
宅
は
、
も
と
は
常
磐
藤
原
町
田
場
坂
地
内
に
あ
っ
て
、
柱
仕
口

ほ
ぞ
の
墨ぼ
く

書し
ょ

銘め
い

か
ら
、
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

高
木
家
は
、
湯
本
か
ら
上
遠
野
へ
の
街
道
筋
に
面
し
た
往
時
の
田
場
坂

宿
に
酒
造
を
営
ん
で
い
た
本
家
の
奈
良
屋
か
ら
分
家
し
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
、
醤
油
屋
を
営
み
、
初
代
高
木
久
米
八
の
名
か
ら
（
か
ね
き
ゅ
う
）と

屋
号
を
つ
け
た
。

敷
地
は
街
道
に
面
す
る
側
が
狭
く
南
北
に
長
い
形
態
で
、
東
側
に
醤
油

製
造
時
代
の
作
業
小
屋
、
東
南
側
に
土
蔵
、
西
南
側
隅
に
馬
小
屋
と
物
置

小
屋
を
配
し
、
母
屋
南
側
に
は
従
業
員
用
と
伝
え
ら
れ
る
下
屋
が
接
続
し

て
い
た
。

建
物
は
直す
ご

屋や

平ひ
ら

入い

り
の
形
態
で
、
地
覆
土
台
が
外
回
り
を
囲
み
、
上
あ
が
り

框か
ま
ち

は
二
尺
五
寸
と
高
く
、
梁
組
は
比
較
的
大
き
く
大
黒
柱
に
尺
五
寸
成

の
差
鴨
居
を
組
む
な
ど
、
全
体
的
に
高
さ
と
部
材
の
太
さ
が
目
立
つ
。
ま

た
、
北
側
が
街
道
に
面
す
る
た
め
妻
側
の
化
粧
軒
や
縋す
が
る

破は

風ふ

が
巧
み
に

作
ら
れ
て
い
る
。
東
側
欄
間
部
分
は
吹
き
抜
け
と
な
り
、
吹
放
縁
の
様
相

が
窺
え
る
が
雨
戸
が
建
て
込
ま
れ
て
い
る
。

間
仕
切
建
具
等
は
、
生
活
の
変
化
に
伴
い
改
造
が
著
し
い
が
、
内う
ち

法の
り

長な
げ

押し

に
大
釘（
釘
隠
化
粧
金
具
兼
用
）が
付
き
古
様
が
見
え
る
。
ま
た
、
面
皮
長

押
が
座
敷
に
使
わ
れ
造
作
に
よ
り
座
敷
廻
り
を
軽
や
か
に
し
て
い
る
。
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旧き
ゅ
う

芳は

賀が

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
九
年
五
月
十
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
鹿
島
町
下
矢
田
字
散
野

（
い
わ
き
市
暮
ら
し
の
伝
承
郷
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

江
戸
時
代
末
期

桁
行　

一
四
・
八
四
ｍ
、
梁
間　

七
・
八
七
ｍ

床
面
積　

一
一
六
・
九
六
㎡

こ
の
住
宅
は
、
も
と
は
田
人
町
旅
人
字
唐
沢
地
内
に
あ
っ
て
庄
屋
を
つ

と
め
た
農
家
で
あ
っ
た
。
創
建
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）の
荷に

路じ

夫ぶ

川
の
氾
濫
時
の
水
位
を
恵
比
須
柱
に
刻
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
建
築
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
芳
賀
家
の

家
系
図
や
口
伝
、
ま
た
は
郷
土
誌
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
末
期
頃
、
十
九
世

紀
中
葉
ご
ろ
の
建
築
と
推
定
さ
れ
る
。

建
物
は
直す
ご

屋や

平ひ
ら

入い

り
の
形
態
で
、
北
側
に
二
尺
の
下
屋
を
お
ろ
し
、
南

東
面
に
三
尺
せ
が
い
造
り
に
吹
き
寄
せ
化
粧
小
舞
付
の
軒
が
出
る
。

土
台
は
無
く
礎
石
に
柱
建
て
で
、
土
間
と
広
間
の
間
口
が
三
間
と
ほ
ぼ

等
し
い
。
こ
れ
は
、
磐
城
に
お
け
る
基
準
的
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
割
合
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
南
側
縁
が
五
間
半
間
口
と
広
い
の
は
農
作
業
の
た
め
で

あ
り
、
ま
た
、
広
間
縁
仕
切
り
の
六
尺
間
引
き
違
い
板
戸
に
は
古
様
が
見

え
る
。
改
修
の
多
い
土
間
回
り
も
、
台
所
や
風
呂
、
便
所
が
下
屋
と
し
て
、

本
体
の
外
に
増
築
さ
れ
て
い
た
た
め
主
体
部
の
変
格
は
少
な
く
、
創
建
時

の
部
材
が
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
部
分
的
な
腐
朽
は
著
し
か
っ
た
。

芳
賀
家
住
宅
は
、
棚
倉
藩
時
代
の
重
要
な
道
路
沿
い
に
位
置
し
た
建
物

で
、
農
業
を
営
み
庄
屋
を
つ
と
め
、
比
較
的
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
持
っ

て
お
り
、
芳
賀
家
二
代
目
の
金
之
丞
は
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
、
当
時

自
宅
を
開
放
し
て
寺
子
屋
学
校
を
開
き
近
隣
の
子
弟
の
教
育
に
当
た
っ
て

い
た
と
い
う
。

こ
の
住
宅
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
農
家
の
典
型
的
平
面
形
が
あ
り
、
随

所
に
当
時
の
生
活
が
に
じ
み
出
て
い
る
貴
重
な
建
物
で
あ
る
。
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江え

尻じ
り

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
十
三
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
泉
町
下
川
字
井
戸
内

所
有
者　

個
人

総
床
面
積　

三
五
七
・
六
九
㎡

（
一
階
床
面
積　

二
〇
四
・
六
八
㎡

二
階
床
面
積　

一
五
三
・
〇
〇
㎡
）

江
尻
家
住
宅
は
、
土
瓦
葺
き
入い
り

母も

屋や

造づ
く
り

二
階
建
の
書
院
造
り
の
建
物

で
書
院
庭
を
有
す
る
。
現
在
は
小
名
浜
工
業
団
地
の
広
大
な
敷
地
が
隣
接

し
て
い
る
が
、
創
建
時
は
二
階
か
ら
眼
下
に
太
平
洋
が
見
え
、
潮
風
が
吹

寄
せ
る
風
景
の
屋
敷
で
あ
り
、
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
五
年
ま
で
普ふ

請し
ん

造
作

を
し
た
、
近
代
の
書
院
造
り
の
意
匠
が
秀
美
な
建
築
物
で
あ
る
。

建
物
の
特
徴
と
し
て
は
、
屋
根
は
二
重
化
粧
出
桁
、
一
軒
化
粧
垂
木
で
、

一
部
一
文
字
銅
版
葺
き
で
あ
る
。
二
階
屋
根
は
土
瓦
平
葺
で
避
雷
針
が
付

き
、
井
桁
出
化
粧
組
、
木
口
銅
版
包
み
の
妻
破
風
起
り
化
粧
破
風
に
、
東

南
と
一
部
南
側
に
廻
高
欄
に
切
目
縁
の
廻
り
縁
が
付
く
。
一
階
の
玄
関
は

両
柱
沓
石
礎
盤
建
柱
に
、
化
粧
入
母
屋
屋
根
、
腰
壁
保
護
に
簓さ
さ
ら

子こ

下し
た

見み

板い
た

が
付
く
。
東
南
の
大
矩
形
広
縁
付
き
、
壁
は
本ほ
ん

漆し
っ

喰く
い

塗ぬ
り

壁か
べ

仕
上
げ
。
内

部
は
全
体
的
に
檜
材
を
使
い
、
敷
居
は
桜
赤
身
材
、
大
書
院
・
書
院
天
井

は
神じ
ん

代だ
い

杉す
ぎ

材ざ
い

が
用
い
ら
れ
、
長な
げ

押し

蓋ふ
た

が
全
個
所
に
納
ま
る
。
大
書
院
の
付

け
書
院
に
は
本
漆
塗
り
欄
間
に
花
狭さ

間ま

組
子
に
筬お
さ

欄
間
が
、
書
院
四
枚
組

子
建
具
に
は
地
袋
襖
が
備
え
ら
れ
、
間
広
の
腰
障
子
、
硝
子
戸
、
雨
戸
が

付
き
、
戸
袋
内
側
に
は
桐
の
一
枚
廻
戸
が
付
く
。
外
廻
に
総
体
的
に
雨
戸

が
付
き
、
硝
子
戸
は
、
掃
出
戸
透
明
硝
子
に
窓
用
に
結
霜
硝
子
が
大
半
を

占
め
る
。
畳
は
高
麗
縁
・
小
紋
縁
・
無
地
縁
の
も
の
と
、
琉
球
畳
が
使
わ

れ
て
い
る
。
床
の
間
は
本
床
で
床
前
畳
は
貫
長
さ
九
尺
で
あ
る
。
付
け
書

院
と
し
て
明
か
り
書
院
と
出
文
棚
の
二
箇
所
あ
り
、
畳
敷
き
は
書
院
・
次

の
間
は
、四
つ
居
敷
き
、他
は
玄
関
書
院
を
除
い
て
、廻
し
敷
き
畳
に
な
る
。

総
棟
梁
・
志
賀
金
之
助
、
脇
棟
梁
・
片
寄
清
弥
、
石
工
棟
梁
・
三
戸
平

八
。
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浄じ
ょ
う

光こ
う

院い
ん

銅ど
う

造ぞ
う

宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う　
　
　

一
基

指　

定　

平
成
十
四
年
四
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
字
古
湊

所
有
者　

浄
光
院

江
戸
時
代
・
享
保
四
年（
一
七
一
九
）

高
さ
三
・
〇
三
ｍ

四
面
台
座
巾
〇
・
九
五
ｍ

こ
の
宝
篋
印
塔
は
、
小
名
浜
港
を
眺
望
す
る
風
光
明
媚
な
高
台
に
所
在

す
る
浄
光
院
の
境
内
に
あ
る
。
浄
光
院
は
寺
名
を
観
音
寺
と
言
い
、
嘉
吉

三
年（
一
四
四
三
）岩
城
親
隆
の
守
護
仏
十
一
面
観
音
を
安
置
創
建
し
た
と

の
寺
伝
が
あ
る
。
現
本
堂
の
入
口
右
脇
に
設
置
し
た
宝
篋
印
塔
は
、
銅
鋳

造
建
築
物
で
、
宝
形
屋
根
に
梵
字
を
陽
刻
し
、
四
方
隅
棟
に
宝
珠
と
屋
根

の
中
心
に
露
盤
と
相
輪
を
備
え
る
。
上
段
蓮
座
で
蟇か
え
る

股ま
た

中な
か

備ぞ
な
え

と
平
三み
つ

斗ど

組ぐ
み

斗と

栱き
ょ
う

に
高
欄
が
組
ま
れ
る
。
三
間
を
表
す
円
柱
に
内
法
と
地
覆
長
押

を
組
み
、
下
段
の
蓮
弁
上
に
螺ら

髪ほ
つ

が
乗
る
様
式
は
、
真
言
を
強
く
表
現
し

た
デ
ザ
イ
ン
に
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
宝
篋
印
塔
は
、
享
保
二
年（
一
七
一
七
）当
地
方
に
蔓
延
し
た
疫
病

に
よ
り
死
亡
し
た
人
々
の
三
回
忌
供
養
の
た
め
造
立
さ
れ
、
銅
造
台
座
の

格
狭
間
に
は
数
百
名
の
法
名
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

製
作
者
は
刻
文
に
よ
る
と
、
江
戸
神
田
鋳
冶
師
・
小
幡
内
匠
で
享
保
四

年（
一
七
一
九
）七
月
吉
祥
日
に
建
立
し
た
。
発ほ
つ

願が
ん

主し
ゅ

を
示
す
主
な
銘
文
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

享
保
四
年
巳
亥
七
月
吉
祥
日

奥
州
磐
城
岩
崎
郡
小
名
浜
邑

開
虎
山
浄
光
院
現
住
法
印
祐
栄
代

願
主
金
剛
仏
子
本
明
博
賢
敬
白

そ
の
後
、
文
化
十
二
年（
一
八
一
五
）と
平
成
五
年（
一
九
九
三
）に
補
修
さ

れ
て
い
る
。
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柳や
な
ぎ

沢さ
わ

観か
ん

音の
ん

堂ど
う　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
十
五
年
四
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
野
田
字
峰
岸

所
有
者　

禅
福
寺

江
戸
時
代
・
享
保
十
三
年（
一
七
二
八
）

建
坪　

六
四
・
二
五
㎡

柳
沢
観
音
は
磐
城
三
十
三
観
音
霊
場
の
十
五
番
札
所
で
、
明
治
維
新
時

の
修
験
宗
廃
止
に
至
る
ま
で
、
羽
黒
山
寂
光
寺
に
属
す
る
修
験
宗
羽
黒
派

の
寺
院
で
あ
っ
た
福
聚
山
柳
沢
寺
の
観
音
堂
で
あ
っ
た
。
建
物
は
方
三
間

四
面
堂
廻
縁
付
、宝
形
瓦
葺
屋
根
に
七
・
八
七
尺
間
の
流
れ
向
拝
付
き（
向

拝
部
分
は
後
補
）、
元
は
茅
葺
屋
根
で
あ
っ
た
が
昭
和
四
十
八
年
に
瓦
葺
と

し
た
。
正
面
以
外
は
六
・
三
尺
間
の
三
間
と
し
、
垂
木
二
・
二
寸
×
一
・

七
寸
本
繁
垂
木
と
な
り
、
一
枝
三
・
九
三
七
寸
と
は
多
少
の
誤
差
で
あ
る

が
、
基
準
が
六
・
三
尺
間（
当
時
の
一
間
幅
）か
ら
木
割
を
整
え
た
と
考
え

ら
れ
る
。
軸
組
は
七
・
五
寸
径
の
円
柱
十
四
本
に
内
法
長
押
と
地
覆
長
押

及
び
地
貫
、
そ
し
て
柱
頭
は
頭
貫
と
台
輪
で
組
ま
れ
る
。
二
手
先
出
組
尾

垂
木
に
支
輪
、
中
備
は
蟇
股
と
和
様
出
組
で
あ
る
。

欄
間
に
両
面
彫
り
彫
刻
、
蟇
股
彫
刻
、
獅
子
・
象
木
鼻
お
よ
び
籠
彫
り

木
鼻
な
ど
で
荘
厳
さ
れ
る
。
内
外
陣
境
の
欄
間
の
迦
陵
頻
伽（
聞
い
て
飽
き

る
こ
と
な
い
美
声
に
よ
っ
て
法
を
説
く
と
さ
れ
、
浄
土
曼
荼
羅
に
は
人
頭
・
鳥
身
の

姿
で
表
さ
れ
る
極
楽
浄
土
に
い
る
と
い
う
想
像
上
の
鳥
）の
彫
刻
は
珍
し
い
も
の

で
あ
る
。

天
井
は
格
天
井
で
絵
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
典
型
的
な
方
三
間
四
面
堂
で
あ
り
、
意
匠
的
・
技
術
的
に

貴
重
な
建
造
物
で
あ
る
。
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大お
お

国く
に

魂た
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん　
　
　

一
棟

（
附
）　

棟
札
七
枚

指　

定　

平
成
十
六
年
四
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
菅
波
字
宮
前

所
有
者　

大
国
魂
神
社

江
戸
時
代
・
延
宝
七
年（
一
六
七
九
）

床
面
積　

一
六
・
八
六
㎡

当
社
は
古
代
石
城
国
の
大
国
魂
神
を
祀
る
大
国
魂
神
社
と
し
て
延
喜
式
神
名
帳

に
磐
城
郡
の
神
社
七
社
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
た
当
地
方
の
重
要
な
神
社
で
あ
る
。

近
く
に
は
国
指
定
史
跡「
甲
塚
古
墳
」や「
根
岸
官
衙
遺
跡
群
」な
ど
古
墳
時
代
の

遺
構
が
集
中
し
、古
代
か
ら
当
地
方
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
殿
は
附
つ
け
た
り指
定
の
棟
札
や
墨
書
な
ど
か
ら
延
宝
七
年
の
建
立
で
あ
る

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
建
物
形
式
は
桁
行
三
間
、
梁
間
二
間
、
入
母
屋

造
杮
葺
型
銅
板
葺
平
入
り
の
建
物
で
あ
る
。
延
宝
二
年（
一
六
七
四
）の
飯

野
八
幡
宮
本
殿
の
大
改
造
の
直
後
、
磐
城
平
藩
の
援
助
の
も
と
で
同
様
な

改
築
工
事
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
菅
波
村
の
大
工
で
鈴
木
次
兵
衛
が
代
々
大
国
魂
神
社
の
出
入
り

の
大
工
の
家
系
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
に
解
体
修
理
を
終
え
、
幣
殿
を
切
り
離
し
て
当
初

の
姿
に
近
づ
け
た
。
基
礎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
圧
盤
を
設
け
、
礎
石
を

据
付
け
耐
震
性
向
上
を
図
り
、
各
部
材
の
補
修
組
立
、
そ
し
て
彩
色
復
元

を
し
、
屋
根
を
葺
替
え
単
独
の
本
殿
と
し
て
創
建
に
復
さ
れ
た
。

本
市
に
お
け
る
数
少
な
い
神
社
本
殿
建
築
で
あ
り
、江
戸
時
代
の
特
徴
で

あ
る
権
現
造
り
の
推
移
し
て
い
っ
た
過
程
が
分
か
る
貴
重
な
建
造
物
で
あ
る
。

附
指
定
棟
札

①　

延
宝
七
年（
一
六
七
九
）二
枚

②　

元
禄
七
年（
一
六
九
四
）

③　

元
禄
十
四
年（
一
七
〇
一
）

④　

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）二
枚

⑤　

明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）
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八や

劔つ
る
ぎ

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
十
七
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
高
久
字
馬
場

所
有
者　

八
劔
神
社

江
戸
時
代
・
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）

建
坪　

一
一
・
〇
九
㎡

八
釼
神
社
は
平
安
時
代
に
平
下
高
久
字
小
館
に
勧
請
さ
れ
、
祭
神
は

日
本
武
尊
を
奉
祭
す
る
。
現
在
地
に
は
寛
保
二
年（
一
七
四
二
）に
移
転
し
、

そ
の
後
、
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）現
社
殿
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
扁
額
の

裏
面
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
大
工
矢
吹
市
右
エ
門（
当
時
六
十
四

歳
）の
作
と
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
本
殿
内
部
の
斗
栱
面
戸
板
に
「
享
和

三
年（
一
八
〇
三
）亥
年
四
月
」
と
墨
書
が
残
っ
て
お
り
、
記
録
と
の
整
合

が
と
れ
る
。

本
殿
は
、
軒
唐
破
風
向
拝
付
入
母
屋
造
銅
板
葺
の
一
間
社
腰
組
造
の
建

物
で
、
桁
行
間
口
六
尺
、
梁
間
身
舎
四
・
八
尺
の
内
陣
に
六
・
八
尺
出
の

庇
部
分
を
外
陣
と
す
る
向
拝
付
き
で
身
舎
柱
を
六
寸
径
の
丸
柱
と
し
、
向

拝
柱
は
五
寸
角
几
帳
面
子
で
麻
の
葉
模
様
の
地
紋
彫
を
施
す
。
繋
虹
梁
は

昇
龍
と
降
り
龍
の
丸
彫
り
、
胴
板
彫
刻
は
応
神
天
皇
の
題
材
で
三
ヵ
所

に
神
功
皇
后
の
三
韓
出
兵
、
脇
障
子
に
龍
門
、
面
戸
彫
刻
、
各
種
木
鼻
、

蟇か
え
る

股ま
た

、
板
支
輪
な
ど
豊
富
な
彫
刻
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
変
わ
り
種
と
し

て
向
拝
柱
に
白は
く

沢た
く

と
い
う
邪
気
を
払
う
神
獣
の
木
鼻
が
付
く
。
地
覆
四
隅

に
は
獅
子
と
虎
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
腰
組
は
四
手
先
出
組
斗
栱
刳
型
に

若
葉
様
が
付
く
。

各
彫
刻
に
は
家
紋
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
寄
進
者
の
存
在
が
伺
え
る
。
当

時
、
江
戸
で
は
宮
彫
彫
刻
師
た
ち
が
競
い
合
っ
て
お
り
、
こ
の
彫
刻
も
彼

ら
に
発
注
し
て
運
び
取
り
付
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

主
な
部
材
は
欅
材
を
使
用
し
た
彫
刻
充
填
式
の
重
要
な
建
物
で
あ
る
。
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温お
ん

泉せ
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん　
　
　

一
棟

（
附
）　

棟
札
八
枚
、
扁
額
一
面

指　

定　

平
成
十
七
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
三
函

所
有
者　

温
泉
神
社

江
戸
時
代
・
宝
暦
九
年（
一
七
五
九
）

建
坪　

一
三
・
四
〇
㎡

当
社
は
以
前
、観
音
山（
油
台
山
）の
中
腹
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。古

く
は
湯
の
嶽（
三
箱
山
）が
神
体
山
と
い
わ
れ
、磐
城
の
延
喜
式
内
七
社
の
一

つ
。棟
札
等
に
よ
り
宝
暦
九
年（
一
七
五
九
）に
現
在
地
に
移
転
建
立
さ
れ
た
。

本
殿
は
一
間
社
銅
板
本
瓦
棒
屋
根
入
母
屋
造
流
れ
向
拝
付
き
、桁
行
間
口

六
・
六
尺
、梁
間
身
舎
六
尺
に
六
尺
出
の
向
拝
柱
付
き
で
三
方
に
廻
縁
を

付
け
刎
高
欄
と
し
、身
舎
正
面
は
奥
行
き
四
・
五
尺
と
広
く
取
っ
て
い
る
。　

脇
障
子
に
翁
と
媼
、正
面
に
昇
龍
、降
り
龍
他
の
彫
刻
が
付
く
。当
時
は
小
名

浜
代
官
支
配
の
時
で
、本
殿
・
拝
殿
の
棟
梁
は
小
名
中
嶋
町
の
立
華
庄
吉
、飯

塚
久
左
衛
門
で
あ
る
。宝
暦
九
年
の
本
殿
建
立
か
ら
明
和
三
年（
一
七
六
六
）の
拝

殿
落
成
ま
で
七
年
を
か
け
て
整
備
さ
れ
た
。そ
の
拝
殿
は
大
正
八
年（
一
九
一
九
）

に
改
築
さ
れ
た
。彫
刻
類
も
大
正
の
頃
に
一
部
補
修
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

附
つ
け
た
り

指
定
の
扁
額
「
温
泉
大
明
神
」
は
享
保
四
年（
一
七
一
九
）、「
徳
大

寺
全
昌
」
の
落
款
が
あ
り
、「
伊
州
上
野
生
良
僊
施
主
」
と
あ
り
、
伊
賀

国
上
野
生
ま
れ
の
良
僊
が
造
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

附
指
定
の
棟
札

①　

慶
安
四
年（
一
六
五
一
）　

再
興
、
大
檀
那
内
藤
忠
興

②　

延
宝
六
年（
一
六
七
八
）　

造
立
、
大
檀
那
内
藤
義
概

③　

元
禄
八
年（
一
六
九
五
）　

造
替
、
内
藤
義
孝
寄
進

④　

宝
暦
九
年（
一
七
五
九
）八
月
吉
日　

代
官
渡
邉
部
半
十
郎

⑤　

宝
暦
九
年
八
月
十
四
日　

棟
上
御
祈
祷

⑥　

宝
暦
九
年
七
月
二
十
八
日　

地
鎮
祭

⑦　

明
和
五
年（
一
七
六
八
）　

造
立
、
代
官
蔭
山
外
記

⑧　

安
政
三
年（
一
八
五
六
）　

内
遷
宮
、
代
官
羽
田
重
左
エ
門
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出で

羽わ

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん　
　
　

一
棟

（
附
）　

社
号
額
一
面
、
棟
札
三
枚

指　

定　

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
中
神
谷
字
石
脇

所
有
者　

出
羽
神
社

江
戸
時
代
・
嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）

建
坪　

一
一
・
五
八
㎡

出
羽
神
社
は
、
承
元
元
年（
一
二
〇
七
）羽は

黒ぐ
ろ

大お
お

物も
の

忌い
み

神じ
ん

社じ
ゃ

と
し
て
佐
藤

信
濃
守
信
貫
が
勧か
ん

請じ
ょ
う

し
、
以
来
八
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。
現
社
殿

は
附
棟
札
よ
り
嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）建
立
の
一
間
社し
ゃ

流な
が
れ

造づ
く
り

、
茅
葺
の

建
物
で
あ
る
。
本
殿
規
模
は
桁
行
間
口
七
尺
、
梁
間
身
舎
六
・
三
尺
の
内

陣
に
五
・
六
尺
出
の
外
陣
と
な
る
向
拝
付
き
で
身
舎
柱
を
七
寸
径
の
丸
柱

と
し
向
拝
柱
は
五
・
四
寸
の
角
柱
で
、
組
物
は
一
手
先
出
組
で
中
備
も
出

組
と
し
た
禅
宗
様
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、
妻
飾
り
に
は
虹
梁
大
瓶
束

と
簡
素
な
和
様
建
築
で
あ
る
。

一
枝
三
寸
五
分
の
枝
割
に
よ
る
建
築
木
割
寸
法
の
二
軒
化
粧
本
繁
棰
で

茅
葺
屋
根
の
大
棟
に
千
木
三
ヵ
所
と
鳥
衾
、
こ
の
形
態
は
大
国
魂
神
社
や

立
鉾
鹿
島
神
社
と
同
じ
で
当
地
方
の
特
徴
で
あ
る
。　

正
面
に
板
唐
戸
を
立
て
、
三
方
の
廻
縁
を
巡
ら
せ
刎
高
欄
と
し
後
柱
筋

は
脇
障
子
と
す
る
。
御
扉
前
に
縁
板
に
格
子
抜
の
御
賽
銭
入
が
造
ら
れ
て

い
る
。

現
在
は
、
向
拝
柱
に
幣
殿
部
が
取
付
き
竪
板
で
囲
っ
て
い
る
。

附
指
定
の
社
号
額「
羽
黒
大
権
現
」は
元
禄
十
二
年（
一
六
九
九
）奉
納
で
、

江
戸
で
著
名
な
書
家
で
あ
り
、
磐
城
平
藩
内
藤
家
に
仕
え
た
佐
々
木
玄
龍

の
書
で
あ
る
。
弟
、
文
山
と
共
に
唐
様
書
道
家
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

附
つ
け
た
り

指
定
の
棟
札

①　

元
禄
五
年（
一
六
九
二
）　

造
替
、
領
主
内
藤
義
孝

②　

正
徳
六
年（
一
七
一
六
）　

造
替
、
領
主
内
藤
義
秱

③　

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）　

造
替
、
領
主
牧
野
備
後
守
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小お

名な

浜は
ま

諏す

訪わ

神じ
ん

社じ
ゃ

境け
い

内だ
い

末ま
っ

社し
ゃ

人に
ん

形ぎ
ょ
う

六ろ
く

社し
ゃ

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん　
　
　

一
棟

（
附
）　

棟
札
三
枚

指　

定　

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
諏
訪
町

所
有
者　

諏
訪
神
社

江
戸
時
代
・
安
永
五
年（
一
七
七
六
）

建
坪　

一
〇
・
五
五
㎡

も
と
は
小
名
浜
中
島
村
に
あ
っ
て
人
形
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
神

社
で
、
今
は
諏
訪
神
社
境
内
に
移
転
さ
れ
て
覆
屋
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い

る
。
一
間
社し
ゃ

流な
が
れ

造づ
く
り

鉄
板
葺
、
三
手
先
出
組
、
二
軒
本
繁
垂
木
で
彫
刻
が

多
く
見
応
え
の
あ
る
建
物
で
、
中
で
も
腰
組
で
後
面
の
斗と

栱き
ょ
う

の
独
特
の

組
み
方
は
宮
大
工
の
技
量
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
流
造
は
後

世
の
改
造
で
隅
木
の
痕
跡
か
ら
入
母
屋
造
が
感
じ
ら
れ
る
。

本
殿
左
後
の
柱
の
墨
書
か
ら
、
安
永
五
年（
一
七
七
六
）の
創
建
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
、腰
組
斗
栱
の
床
下
に「
水
戸
大
田
小
澤
九
郎
兵
衛
殿【　

】也
」（【
】

内
は
消
さ
れ
て
い
る
）と
書
か
れ
た
墨
書
が
あ
る
。
小
澤
九
郎
兵
衛
は
安
永

年
間
に
水
戸
藩
で
鋳
銭
座
を
開
い
た
豪
商
で
、
大
庄
屋
扱
い
の
身
分
か
ら

水
戸
藩
士
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
水
戸
藩
の
財
政
に
携
わ

る
大
吟
味
役
に
ま
で
昇
進
し
た
。

本
物
件
は
、
創
建
年
代
が
わ
か
る
こ
と
、
改
修
の
痕
跡
か
ら
創
建
当
時

の
屋
根
形
態
が
わ
か
る
こ
と
、
特
徴
的
な
腰
組
架か

構こ
う

や
龍
の
彫
刻
を
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
建
造
物
で
あ
る
。

附
つ
け
た
り

指
定
の
棟
札

①　

明
治
四
年（
一
八
七
一
）　

遷
宮

②　

大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）　

大
破
修
繕
、
棟
梁
馬
上
兵
吉

③　

昭
和
十
六
年　

宮
殿
移
転
大
改
築
、
棟
梁
尾
形
一
二



116

市指定有形文化財（建造物）

普ふ

門も
ん

寺じ

観か
ん

音の
ん

堂ど
う　
　
　

一
棟

（
附
）　

扁
額　
　
　

一
面

指　

定　

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
北
目
町

所
有
者　

普
門
寺

元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）

桁
行　

四
・
八
四
ｍ
、
梁
間　

五
・
一
二
ｍ

建
坪　

二
四
・
八
三
㎡

こ
の
建
物
は
、い
わ
き
市
平
字
北
目
町
の
普
門
寺
境
内
に
あ
り
、磐
城

三
十
三
観
音
の
一
番
札
所
で
あ
る
。

三
間
四
面
堂
、一
間
流
れ
向
拝
付
寄
棟
造
り
桟
瓦
葺
で
あ
っ
た
が
、平
成
二
十
三

年
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
た
た
め
、明
治
期
の
木
端
葺
の
記
録
を
も
と
に
、

屋
根
を
木
端
葺
様
銅
板
葺
と
し
て
構
造
補
強
を
図
り
、平
成
二
十
七
年
に
改
修
し
た
。

内
外
陣
境
の
来
迎
柱
の
箔
押
し
装
飾
や
虹
梁
及
び
斗
栱
、特
に
蟇
股
の
牡
丹

の
折
枝
彫
刻
に
優
れ
た
技
量
が
う
か
が
え
る
。そ
の
左
右
の
欄
間
彫
刻
は
、欠

損
が
多
い
が
右
に
太
陽
、左
に
月
と
古
様
な
彫
刻
が
あ
り
彩
色
は
消
え
て
い
る

が
、創
建
時
の
華
や
か
さ
が
偲
ば
れ
る
造
り
で
あ
る
。内
陣
の
宮
殿
も
金
箔
、彩

色
が
施
さ
れ
、ま
た
小
壁
板
の
飛
天
像
は
現
在
後
面
左
右
の
み
で
あ
る
が
、移

転
ま
た
は
改
築
等
に
よ
り
他
の
面
の
飛
天
は
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

堂
の
正
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
扁
額
は
、弟
文
山
と
と
も
に
内
藤
家
に
仕
え
た

書
家
佐
々
木
玄
龍
の
書
で
あ
る
。隷
書
体
で
書
か
れ
た「
観
音
堂
」の
文
字
が
、欅
材

の
額
に
彫
ら
れ
奉
納
さ
れ
た
の
は
、元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）十
月
の
こ
と
で
あ
る
。

飯
野
八
幡
宮
古
絵
図
に
よ
れ
ば
、巡
礼
観
音
と
記
さ
れ
た
堂
宇
が
見
ら
れ
る
が
、

当
観
音
堂
と
の
つ
な
が
り
は
不
詳
で
あ
る
。普
門
寺
の
開
山
痴
鈍
空
性
は
、八
幡
宮

宮
司
飯
野
家
の
祖
伊
賀
光
宗
の
四
男
と
い
わ
れ
、鎌
倉
建
長
寺
開
山
蘭
渓
道
隆
の
法

嗣
と
な
り
、入
唐
し
て
研
鑽
し
帰
朝
後
、建
長
寺
八
世
の
住
持
と
な
り
宗
門
を
大
い

に
広
め
た
。そ
の
後
、岩
城
の
地
に
移
り
、長
興
寺
・
普
門
寺
・
霊
山
寺
・
禅
福
寺

の
四
カ
寺
を
開
山
し
、野
田
の
禅
福
寺
に
て
正
安
三
年（
一
三
〇
一
）入
寂
し
て
い
る
。

現
在
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仁
王
像
は
、か
つ
て
飯
野
八
幡
宮
楼
門

に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。


